
  平成２８年２月吉日 
 
 

テクノフォーラム 

－ ロボット・機械システムの安全設計と 

試験機開発、ロボット・イノベーション事業、事例紹介 － 
 

機械システムの設計にあたっては、人に身体的傷害や健康障害を与えないように機械類が安全

に機能するよう設計することが必要です。機械システムの利用者や作業者の安全や健康を守り、

安全な機械システムを構築するために「機械システムの安全設計」を取り扱う分野と、作業現場

での安全・健康を確保する「労働安全衛生」と呼ばれている分野があります。 

機械システムそのものを安全に構築しようとする機械システム安全設計の分野では、欧州を中

心とした長い経験と歴史に基づいて、ISO、IEC などの国際安全規格が定まりつつあります｡世界

に通用する安全な機械を提供するという機械産業の振興の立場からも、グローバルスタンダード

に整合した機械システム安全設計を確立することが、我が国企業にも求められています｡ 

今回のテクノフォーラムでは、これら国際規格にもとづく安全設計について、「概要」および

「安全性試験」について解説をいたします。後半では、機械システムの安全、快適、環境保護に

貢献する、強度・耐久・特性・疲労試験などの各種試験システムの開発について、災害ロボット、

ドローン、マッスルスーツ®、福祉・介護ロボットなど社会課題解決を目指す、ロボット・イノ

ベーション事業について、第一線で活躍される講師お二方に解説をお願いいたしました。 

是非ご参加いただき、各位のビジネスにお役立ていただけると幸いです。皆様のご参加をお待

ち申し上げております。 

 

■ 日 時：平成 2８年３月１５日（火）13:２0～16:30（12:45 受付開始） 
 
■ 場 所：機械振興会館 ６階 6-D4 会議室（東京都港区芝公園 3-5-8） 
 
■ 主 催：一般財団法人 機械振興協会 技術研究所 
 
■ 参加費：無料（ただし申込必要） 
 
■ 定 員：50 名 
 

■ 申込方法：以下の URL からお申込みください。 

 

http://www.jspmi.or.jp/tri/tf17/ 
 

お申込み後、キャンセル・欠席される場合は、ご連絡をお願い致します。 
 
■ 申込期限：平成 2８年３月１１日（金） 

※定員を超えた場合は期日前に締め切ることがあります。 
 
■ お問い合わせ先： 

（一財） 機械振興協会 技術研究所 企画管理室 （担当：木村） 

TEL: 042-475-1155 FAX: 042-474-1980 E-mail: forum@tri.jspmi.or.jp 



■ プログラム： 
 

12:45～13:20  開場（受付開始） 
 

13:20～13:25 主催者挨拶 

(一財) 機械振興協会 副会長 技術研究所長 足立 芳寛 
 

13:25.～13:40 ロボット・機械システムの安全設計 - 概 要 - 

(一財)機械振興協会  技術研究所  五嶋 裕之 
 

13:40～14:10 ロボット・機械システムの安全設計 – 安全性試験 - 

(一財)機械振興協会  技術研究所 田中 清志 

 

－ 休憩 [14:１0～14:２0] － 

 

14:２0～15:20 安全、快適、環境保護に貢献する試験機開発 

（株）サム電子機械 専務取締役 中嶋 重男 

 

－ 休憩 [15:20～15:30] － 

 
 

15:30～16:３0 社会課題解決を目指すロボット・イノベーション事業への取組み 

（株）菊池製作所 執行役 副社長 / 東京工科大学名誉教授 

                                    一柳 健 

    
 

※ 内容・講師等に変更が出る場合もございます。あらかじめご了承ください。 

 

 

■ 会場地図： 

 

機械振興会館 ６階 6-D4 会議室（東京都港区芝公園３－５－８） 

 

【地下鉄】 

東京メトロ日比谷線「神谷町」駅下車、徒歩約 8 分 

都営三田線「御成門」駅下車、徒歩約 8 分 

都営大江戸線「赤羽橋」駅下車、徒歩約 10 分 

都営浅草線「大門」駅下車、徒歩約 10 分 
 

【Ｊ Ｒ】 

山手線・京浜東北線「浜松町」駅下車、徒歩約 15 分 
 

※「神谷町」駅より機械振興会館まで無料送迎バスを 

運行しております。 

詳細は http://www.jspmi.or.jp/をご覧ください。  
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